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「大変」は大きく変わるチャンス 

－オンライン授業を模索する－ 

校長 前田浩之 

 

株式会社アイズカンパニー，NPO 法人 ASA 奄美スポーツアカデミー代表の園田
そ の だ

明
あきら

さんは，奄美の頼も

しい後輩です。名瀬の母子寮で育ち，小学校時代はいじめを乗り越え，高校浪人を経験しながらもバス

ケットボールを通して自己実現を果たし，中国とタイに工場を，そしてカリフォルニアと鹿児島，埼

玉，千葉に支社を構えるバスケットボールユニフォーム製造会社の代表となった，立身出世を絵に描い

たような後輩です。 

彼がこのコロナ禍のなか，自社のバスケットボールユニフォームの製造工場のラインをマスク製造に

変え，奄美の全ての小中学校にスポーツマスクを無料で配布するという報道を見て，前任校・前々任校

で聴いた彼の講演を思い出しました。冒頭の「『大変』は大きく変わるチャンス」はその講演で，私が

最も印象に残った言葉でした。 

 

今，世界は大変な状況にあります。ボーダーレス，グローバル化の波は新型コロナウイルスの感染拡

大に拍車をかけてしまいました。東京オリンピックも含め，インバウンド政策を経済の柱と据えてきた

日本にも，観光産業が主要産業となりつつあった奄美にも経済的な影響は甚大なものです。 

学校も高齢者を講師として招いていた「シマ唄・シマグチ」学習を今年度は実施しません。高齢者の

命を大切にするためです。臨時休業期間中の授業をどこで取り戻すのかも，知恵を絞らなければなりま

せん。従来通りは通用しない。大きく変わるときだと思います。 

 

12 日の全校朝会をオンラインで行いました。密閉・密集・密接の３密を避けるためです。初めての試

みでしたが，次の臨時休業時にはオンライン授業が実施できないか。そのたたき台とするためでもあり

ました。学校閉鎖が長く続く欧米では，すでにオンライン授業は日常となっています。大川小中学校の

先生方も，オンライン授業を展開できるスキル（技術）を身につける必要性が出てきています。 

校長室のパソコンで全体を管理し，各教室の電子黒板に映像と音声を飛ばします。各教室のタブレッ

トから子どもたちの声や姿も送られてきますし，「コロナってなに？」と銘打ったプレゼン資料も，各

教室の電子黒板にプロジェクターよりも鮮明に映し出されます。「これはイケる！」と思ったのもつか

の間，通信環境のせいなのか途中で何度もオフラインとなってしまい，課題が残る結果となりました。 

オンライン授業を展開するには，各家庭のインターネット環境の整備も必要になってきます。WiFi

などのインフラ整備も含め，社会全体が大きく変わらないといけないと痛感しています。いずれにし

ろ，今は我慢強く，少しずつでも前進する術をさがす時です。 

 

“ Patience is also a form of action. “ 「忍耐もまた，行動の一つの形である。」 

 

彫刻家，オーギュスト・ロダンの言葉です。手洗い・うがい・不要不急の外出を控えましょう。 



 新型コロナウイルス感染症の影響により，4月20

日から5月6日まで，17日間の臨時休業を行いまし

た。春の一日遠足やシマ唄・シマグチ学習など，子

どもたちが楽しみにしていた学習が中止となってし

まいましたが，今は全員が元気な姿で登校してくれ

ることをうれしく思っています。 

 ５月13日（水）に，黒米の田植え学習を行いまし

た。初めて体験する小学１年生がぬかるんだ田んぼ

に足を取られながら田植えをするのを，手慣れた６

年生が手助けしながら活動する姿に，頼もしさを感

じることができました。今年度で４年目の黒米学習，

今年は昨年度以上の収穫を期待しています。 

 ５月１４日の奄美新聞にはこの学習の様子が掲載

されました。南海日日新聞も今後掲載予定だそうで

す。 

5/27（水） 実力テスト（中３：～28日） 

5/29（金） 交通安全教室（小中合同） 

6/1（月） 歯と口の健康週間～5日 

6/2（火） 県スクールカウンセラー来校 

6/4（木） 第2回ＰＴＡ役員会 

6/5（金） 不審者対応訓練（小中合同） 

6/13（土） 土曜授業 

6/19（金） 六調体操（小中合同） 

※ 6月中旬に予定していた地区総体（テニス・陸上等）

は延期となっています。現在，地区中体連で実施時期

等を検討中です。 

 ５月１２日（火）の全校朝会は，テレビ会議アプ

リＺＯＯＭを使い，各教室と校長室の８会場をつな

いで行いました。内容は「コロナの怖さと対処法」。

静止画なども提示しながらの講話でした。小学生も

中学生も真剣に聞き，改めて新型コロナウイルス感

染症にかからないようにする意識が全校で高まりま

した。今後もあらゆる授業の可能性を模索していき

ます！ 


